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題字イラストは松岡惠子さん

〒720-8512

社協ホームページアドレス http://www.f-shakyo.net

福山市三吉町南二丁目 11-22
電話
FAX

（代）(084 )
( 084 )

928-1330
928-1331

社会福祉法人
福山市社会福祉協議会

★文中の「社協」は、福山市社会福祉協議会の略称です。

神辺ホームの地域貢献活動
ふれあい福祉まつり、就職面談会 他
岩沼市被災地視察研修会、赤十字講習会
高齢者徘徊 SOS ネットワーク、徘徊声かけ訓練
善意の灯
レクリエーション器材の貸出、赤い羽根街頭募金　他
成年後見制度講演会、難聴学級開設 50 周年記念式典
地域探訪、自殺対策講演会、食育講演会
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　社協では、次代を担う子どもたちが
福祉・ボランティアへの理解と関心を
深め、思いやりの心を育むよう福祉教
育を推進しています。保育所や小学校、
中学校などに出向き、車いす・手話・
点字・アイマスク・高齢者疑似体験な
どを行っています。
　道上小学校で開催しました福祉体験
学習では、地域に密着した活動を行っ
ている社会福祉法人 神辺ホーム（神辺
町西中条）の職員の皆さんと連携を図
り、子どもたちが障がい者や高齢者の
日常生活での困りごとに気付くよう取
り組むことができました。

地域で私たちにも何かお手伝いできないだろうか？
体験を通して将来、私たちと一緒に福祉を支える人材に
つながってくれたら！

・
・

社会福祉法人 備後福祉会
障害者支援施設  神辺ホームの地域貢献活動
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次代を担う子どもたちに

　福祉への理解と思いやりの心を！
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　福祉への理解と思いやりの心を！
道上小学校４年生
車いす体験学習

道上小学校４年生
車いす体験学習

社会福祉法人の地域貢献活動とは？
　人口減少・少子高齢社会の到来のなか、地域において日常生活を送るうえで様々な
課題が生じており、公的サービスのみでは解決できない状況となっています。
　福祉施設などを運営する社会福祉法人は、生活困窮者や孤立した高齢者、また、公
的サービスの狭間にあってサービス利用に繋がらない人に対して積極的な支援活動を行
うよう、社会福祉法の改正が行われたところです。



次回の発行は、2017年 1月下旬の予定です。
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介護・看護のおしごと紹介

はたらく
応援

の

プロジェクト

34- ユ -300174

㈱QOLサービス職業紹介部 総合介護施設
ありがとう（ ）

TEL:084-971-7252

はたらく
応援

介護の仕事って？？
私に合った働き方は？？
今の仕事で本当にいいのかな…

なんでも何度でも
　お気軽にご相談ください

の

プロジェクト

カ イ ゴ

介護・看護のおしごと紹介

　「ふれあい福祉まつり」を開催したところ、約 75,000 人の皆様にご来場いただきました。
　会場での体験コーナー、啓発展示、ふれあいステージ・商店街・食堂街においてご協力い
ただきましたボランティアや福祉施設・団体などの皆様、また、運営スタッフとしてご参加
いただきました皆様に心からお礼を申しあげます。

　福山市市制施行100周年記念事業「神辺
地域フェスタ」と同時開催し、約6,000人
の皆様にご来場いただきました。
　ご協賛いただきました皆様をはじめ、ご
来場者ならびに運営スタッフとしてご参加
いただきました皆様に心からお礼を申しあ
げます。

　「ふれあい福祉まつり」会場内にブースを設け、両日
併せて 60 の福祉・介護施設や事業所の参加があり、約
60人の面談者が訪れました。
　また、ハローワーク・広島県社協のブースでは、職
業訓練や資格取得の方法などについて相談できる場と
なりました。

第30回かんなべ福祉まつり
9月25㈰神辺文化会館

第30回かんなべ福祉まつり
9月25㈰神辺文化会館

宮川大助・花子さん 金澤翔子さん・泰子さん

ふれあい福祉まつり
第40回

福祉･介護職場の
　　　就職面談会

災害時非常食体験

ふれあいステージ

ふれあい商店街

社協展示コーナー

　「ふれあい福祉まつり」を開催したところ、約 75,000 人の皆様にご来場いただきました。
　会場での体験コーナー、啓発展示、ふれあいステージ・商店街・食堂街においてご協力い
ただきましたボランティアや福祉施設・団体などの皆様、また、運営スタッフとしてご参加
いただきました皆様に心からお礼を申しあげます。

～１０月１５（土）･１６（日）緑町公園／ローズアリーナ～
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視覚に障がいのある方に本紙内容を朗読したテープ・CDや点訳版もご用意しています。ご希望の方は社協まで。

養成通信講座
白ゆりバリュークリエーション 神辺町川北 976-3 TEL（084）960-3458

入学願書受付中！！
三次入試（推薦〈専願〉・一般・社会人入試）

【入試日】
【出願期間】

平成28年12月10日（土）
平成28年11月28日（月）～12月8日（木）

四次入試（推薦〈併願〉・一般・社会人入試）
【入試日】
【出願期間】

平成29年1月21日（土）
平成29年1月10日（火）～1月19日（木）

学校法人 英数学館
福山福祉専門学校
☎084-922-3691

高齢者専門宅配弁当

12/31 宅配
〆切12/10（限定）

高齢者専門宅配弁当

12/31 宅配
〆切12/10（限定）

18品
1人前

宅配クック123福山店
（084）971-6003☎

㈱シニアライフクリエイトは、 グループです。

1,780円（税込）

　東日本大震災以降、福山市社協では宮城県岩沼
市への復興支援活動に取り組んでおり、震災から
得た教訓を本市においても活かすことを目的に
10 月 25 日 ( 火 )･26 日 ( 水 ) の両日、自治会･民
生委員･福祉を高める会･社協などの代表 21 名で
現地視察を行いました。
　岩沼市では、被災した 6 地区が一つに集まるコ
ンパクトシティ化を実現した集団移転や、かさ上
げ道路などの工事が行われていました。また、復
興の象徴であり、津波の力を減衰し避難場所にも
なり、さらには津波の恐怖を後世に伝えることを
意図して「千年希望の丘」が造成されていました。
　女川町では、町の基盤整備期に入っており、か
さ上げや盛土工事が本格化していました。
　この度の研修を通じて、『命』『絆』の大切さや、
現地では復興半ば・生活の再建中であり、まだま
だ支援が必要なことを痛感しました。

～ 東日本大震災被災地　岩沼市・女川町から学ぶ ～～ 東日本大震災被災地　岩沼市・女川町から学ぶ ～～ 東日本大震災被災地　岩沼市・女川町から学ぶ ～
「被災地視察研修会」

復興の象徴「千年希望の丘」（岩沼市）
震災廃棄物を土台にし、『人々の想いが人々
を守る人口防潮丘』

『震災から涙を流すことができな
かった。この千年希望の丘に慰
霊碑ができた時、初めて涙があ
ふれた』
『知らないなら学ぼう。学んだら
伝えよう』
『命てんでんこ（自分の命は自分
で守れ）』

　日本赤十字社では、皆様からお寄せいただいた活動
資金により、人命を救う方法や健康で安全に暮らすた
めの知識と技術を伝えるため、５つの講習：「救急法」「水
上安全法」「雪上安全法」「幼児安全法」「健康生活支援
講習」を行っています。
　一人でも多くの方が受講され、自他共に安全で健康
な日常生活を送っていただくとともに、仕事やボラン
ティア活動に活用いただくことを望んでいます。
　受講者１０名以上であれば、
地域・職場などに指導員を派
遣します。

と　き
ところ
内　容

受講料
その他

平成 29 年 1 月 22 日（日） 10:00 ～ 15:30
福山すこやかセンター
手当の基本、一次救命処置（AED の使用方法を含む）、
気道異物除去など
1,500 円
受講資格（満 15 歳以上）、運動のできる服装、筆記
用具

日本赤十字社広島県支部福山市地区
（事務局：社協 福祉サービス課）
電話（084）928-1334　FAX（084）928-1331

【問い合わせ先】

「救急法基礎講習」

と　き

ところ
内　容
受講料
その他

平成29年2月11日（土）・12日（日）
両日とも9:30～18:00
福山すこやかセンター
急病・けが・きず・骨折の手当、搬送、救護
1,700 円
受講資格（救急法基礎講習修了者）、運動のできる服装、
筆記用具、ビニール袋（レジ袋など）２枚

「救急法救急員養成講習」

「講習会に参加したい！」
　　「地域・職場で開催してほしい！」

救急法

赤十字講習会のお知らせ 「講習会に参加したい！」
　　「地域・職場で開催してほしい！」
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“さんまい橋日記”ほっとブログでもっと社協を！！…http://www.f-syakyo.net　または

高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク 

　 地域包括支援センター野上では、全国的に認知症の方の行方不明件
数が増加してきていることに対し、地域と協働でできることはないかと考え
今回の模擬訓練を実施されました。
　霞学区内の町内会や民生委員・福祉を高める会・コンビニ・スーパー・

金融機関・医療機関等に訓練協力を依頼し、事前に認知症理解のための講座を
開催し、訓練当日を迎えました。
　当日は約100人の協力により、3つのコースを設定し、 ＳＯＳネットから行方不明者
情報のメールが届いたという想定から始まり、コース内で徘徊役と声かけ役に分かれ
対応方法について訓練しました。
　訓練終了後に、訓練中の対応について振り返りを行うとともに、地域全体が認知
症や家族の思いなどについて理解を深め、寄り添い・見守り・支えあっていくことが
大切だと確認しました。

徘徊高齢者声かけ模擬訓練徘徊高齢者声かけ模擬訓練

高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク 

　認知症の症状のひとつに「徘徊」があります。
　ＳＯＳネットは、徘徊がある・可能性がある方に『事前登録』していた
だき、万一の行方不明時の早期発見・保護の一助となるよう取り組ん
でいます。
　『事前登録』をされると、靴の内側と外側に貼るシールを配布し、発
見された方が「誰なのか（身元確認）」とわかる仕組みです。※個人情
報の共有はＳＯＳネットと市内３警察署のみです。
　ＳＯＳネットでは、賛同・協力いただける企業・団体を募集しています。

『協力団体』として登録いただき、「来店した人が…」「店先を歩いてい
る人が…」行方不明者かな！？と業務の中で気にかけてもらい、声かけを
してくださるよう意図しています。
　また、ステッカーの掲示等により、認知症やＳＯＳネットの周知・啓発
にご協力いただきます。
　認知症になっても地域みんなの見守りにより安心して暮らせるまちづく
りのため、みなさまのご協力をお願いします。※個人の協力は、福山市メー
ル配信サービス（カテゴリ：安心安全）に登録していただきご協力をお
願いします。

●

●

施設用ステッカー

車用ステッカー

高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク 
～個人の安全・家族の安心　地域みんなで支えあい～

事前登録・協力団体登録のご協力をお願いします！
（通称：ＳＯＳネット）

問い合わせ先 社協 福祉のまちづくり課　電話（084）928-1333 FAX（084）928-1331

徘徊高齢者声かけ模擬訓練地域包括支援センター野上
私たちもＳＯＳネットに
協力しています！

靴用シール
外側

内側
連絡の際にはシール番号もお伝えください。→  №　　　　
■東警察署 084-927-0110　■西警察署 084-933-0110
■北警察署 084-962-0110　　発行 : 福山市社会福祉協議会

福
山
市



0120-54-3800フリー
ダイヤル

〒721-8588 広島県福山市南蔵王町4丁目5番18号
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ふくやま福祉だより　ほほえみ　はホームページでもご覧いただけます。
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今津町：（故）峰岸章江　駅家町：（故）入江　貞、（故）掛江時枝、
（故）松井　實　春日町：坂本貴之　神辺町：（故）掛谷岩男、桑
田正國、（故）髙山正隆、渡邉陽治　向陽町：（故）井上邦彦　新
市町：（故）平田保子　多冶米町：池田寛巳　寺町：佐藤周子　
沼隈町：門田　均　野上町：（故）土居　亨　御幸町：門田英典
　明王台：井上景介　吉津町：（故 ) 杉野原康子　匿名：1 件

坪生町：妹尾弘幸　西新涯町：藤原順治　南本庄：杉之原勝彦（毎月）　紅葉町：佐々
木　実（毎月）、佐々木梨花（毎月）　■100円ふれあい陶芸教室 桑原みさ雄　■伊勢
丘三丁目私道 11 軒　■社交ダンス川口同好会（毎月）　■備後ハッピー交友会　
■福山寿会 [ 婚活･縁結び ]（毎月）　■福山市老連芦品ブロック　■福山断酒新生
会 会長 佐藤豊治　■ボランティアめぐみの会　■㈲ほていや本舗　匿名：21 件

一般のご寄付<2016 年 9・10月 >

香典返しのご寄付＜2016 年 9・10月＞

　謝意を表して寄付者のご
住所･お名前を紹介します。
敬称は略させていただきま
した。[社協への寄付金･特
別会費は、所得税法の寄付
金控除または税額控除が受
けられます。]

2016年4月1日～2016年10月31日
総件数 174件　〈内訳〉

総金額　4,395,634円

75件
99件

◆
香典返し
一般 

社協特別会員〈2016 年９・10 月〉加入件数82 件95 口
芦田町：木村達也　入船町：宮崎文宣　駅家町：江種吉夫、小川政彦、
信光寺 鴨田弘道、髙本俊徳、中井圭司、山田優子　霞町：土井　茂、
古川裕江　川口町：神囿敦之、佐藤裕幸　神辺町：池田幸博、桑田正
國、住吉　孝、原　康江、藤井雅文、藤井かおり、森山里美、安原洋子
　郷分町：小葉竹　靖　新涯町：髙橋知子　千田町：礒田早苗　大
黒町：桑田安人　大門町：坂田廣司　高美台：宮本昭子　手城町：堀
　勝森　西町：岡本博光　沼隈町：木曽達子、河野淳之　能島：原　
雅子　東川口町：山田倶通　東深津町：石井佳弘　引野町：岸田清
人　引野町北：山口妙子　引野町南：髙木弘之　久松台：植村恭則
　日吉台：柏　祥子　本郷町：木下チカ子　本庄町中：表　宏哉　
幕山台：萩谷昭子　南手城町：重迫純子　南本庄：寺岡　宏　箕島
町：村上寿広　宮前町：近藤洋児　明王台：西頭智彦、渡邉桂司　明
神町：高橋成規　三吉町：小山友康　三吉町南：佐藤展好　柳津町：
大村茂穂　＜福祉を高める会＞駅家西学区、大津野学区、多治米学
区、常金丸学区、服部学区　＜ボランティアの会＞幕山学区　＜民
生･児童委員協議会＞第 18 区（神村・本郷学区）、第 21 区（金江・
藤江学区）　＜連合会･自治会･町内会＞桜丘学区：高美台自治会　
道上学区：十九軒屋町内会　＜施設・団体＞ケニアハランベグルー
プ、社会福祉法人芙蓉の家、自立生活支援センター･神辺、Ｄｏ笑店、
特別養護老人ホーム松風園、排泄介護を改善する会、福山市心身障
害児（者）父母の会、福山市難聴者･中途失聴者協会　＜企業等＞黒
瀬デンタルクリニック、㈱セリオ福山営業所、中村正夫司法書士事
務所、福山福祉専門学校、㈲福山補聴器、匿名：８件

　アルコール依存症の克服に
取り組む「福山断酒新生会」
（会長 佐藤豊治）様より、今
年設立10周年を記念し福祉活
動への貢献としてご寄付いた
だきました。

寄付金・会費・地域福祉活動協力金
ご協力ありがとうございました。

善意の灯

南学区：南町中央、光南町一丁目　樹徳学区：組之内　旭学
区：旭町　御幸学区：下岩成中町　津之郷学区：夕倉　赤坂学
区：東和苑　高島学区：太浜　今津学区：矢捨　多治米学区：
五本松、多治米西、千代田、千代田上、角内、沖野上西　
加茂学区：苅光　長浜学区：皿山　日吉台学区：日吉台団地　
道上学区：仲組、十九軒屋、十三軒屋第二

地域福祉活動協力金の状況〈2016 年 9・10月〉

社協賛助会員〈2016年9・10月〉加入件数43 件157 口

2016年4月1日～2016年10月31日
総件数727件　総金額 7,332,480円

◆ ※自治会・町内会は
略して掲載させて
いただきました。

ありがとうございました！
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（2016年（平成28年）11月30日現在）

松永中学校の19名の生徒のみなさんのご協力もいただきました。

スカットボール

赤い羽根共同募金が始まりました！

サロンなどでご利用ください！

　社協では、10 月 21 日に鳥取県で発生した地震により被
災された方々を支援するため義援金の受付けを行っていま
すので、皆様の温かい善意をお寄せください。
　また、台風 10号等災害（10月～岩手県のみ）、熊本地
震災害への義援金も引き続き受付けを行っていますので、
ご協力をお願いします。

　ふくやま福祉だよりほほえみ 231 号で募集
した、社協が発注する「教育用電子黒板（学校向けタッチディ
スプレイ）及びこれに付随するノート型パソコン等の物品
購入」に係る一般競争入札については、つぎのとおり決定
しましたのでお知らせします。　　
落札業者名　北辰映電株式会社福山営業所

【問い合わせ先】 日本赤十字社広島県支部福山市地区
事務局：社協 福祉サービス課（福山すこやかセンター内）
電話（084）928-1334 　FAX（084）928-1331

「平成28年台風10号等災害」
「平成28年熊本地震災害」義援金受付中！

「平成28年鳥取県中部地震災害」
（岩手県のみ）

「じぶんの町を良くするしくみ。」

【問い合わせ先】
福山市共同募金委員会
(事務局：社協 福祉サービス課)
電話 (084)928-1334
FAX (084)928-1331

　10月1日から全国一斉に始まっ
た赤い羽根共同募金運動。
　福山市共同募金委員会でも、福
山駅周辺や松永町の商業施設にお
いて、自治会（町内会）・福祉を高め
る会・民生児童委員協議会・ロータ
リークラブ・ライオンズクラブな
どの各団体の皆様に街頭募金運動
にご協力いただきました。

　社協では、皆様からお寄せいただいた「地域福祉活動協
力金」を財源に、レクリエーション器材を整備しています。
　広く有効に活用してもらえるよう、9月29日（木）・30日
（金）に東部市民センター、10月4日（火）に北部市民セン
ターを会場にして展示説明会を開催しました。
　参加者に体験してもらい、「今後使ってみたい器材は？」
などのアンケートを行いました。
　ぜひ、サロンなどでご利用ください。

赤い羽根共同募金が始まりました！

問い合わせ先問い合わせ先 社協 福祉のまちづくり課
電話（084）928-1333 FAX（084）928-1331

サロンなどでご利用ください！

レクリエーション器材の貸出についてお知らせ

福山市における大雨災害で
は、延 べ 41件・347人 の
ボランティア支援活動を展
開しました。

赤い羽根共同募金が始まりました！

１位

４位

２位

スカットボール
開運お手玉ボード
もぐらたたき
シャッフル＆ゴルフ

≪今後使ってみたい器材≫

レクリエーション器材の貸出について
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ボランティア情報のホームページ…http://www.f-syakyo.net　または

【問い合わせ先】社協 総務課
　電話（084）928-1330　FAX（084）928-1331

記念式典を開催記念式典を開催

成年後見制度講演会を開催

記念式典を開催

成年後見制度講演会を開催 100名が熱心に聴講！

“福山市難聴学級開設50周年”
“映画「泣きながら笑う日」制作40周年”

　10月22日（土）、福山市難聴学級開設50周年・
映画「泣きながら笑う日」制作40周年記念式典
が、広島県民文化センターふくやまにおいて参加
者約530名のもと盛大に開催されました。
　当日は、全国に先駆けて難聴学級が開設され
た西小学校の児童による合唱、城北中学校有志
による城北太鼓のアトラクションの後、福山市長、
福山市議会議長をはじめ多くのご来賓の方 を々お
招きし開会式典を実施。
　終了後は、難聴学級を卒業し現在社会人として活躍してい
る 3 名の体験発表や、難聴の方と健聴の方が一緒に音楽を
楽しめる「音楽感受合奏団」による演奏、福山市を舞台に先
駆的な難聴教育を全国に発信しようと制作された映画「泣き
ながら笑う日」の上映と盛沢山の内容で実施されました。
　福山市の難聴教育に取り組まれた先人達は幾多の困難があ
りながらも、子どもたちを支え・励まし・乗り越えてこられまし

た。この５０年はそうした歴史であり、現在の私達に大きな教
訓と足跡を残していただきました。この式典を契機に、福山市
の難聴教育について、福祉や教育について一層のご理解とご
協力をお願いいたします。
　なお、社協では、各地域やご家庭などで “映画「泣きなが
ら笑う日」” をご覧いただけるようＤＶＤの貸し出しをしておりま
す。ご希望の方はお気軽にお問い合わせください。

　10月22日（土）、福山すこやかセンター多目的ホールにて、
2016年度第4期市民後見人養成講座事前学習会を兼ねて
「成年後見制度講演会」を開催しました。
　今回は、大阪市立大学大学院教授の岩間伸之さんを講師
に迎え、「成年後見制度における市民後見人の意義」をテー
マにご講演いただきました。
　岩間先生は、市民後見人活動の先進地として全国から注目
を集める大阪市の指導者であり、広く活躍されています。大
阪市の取り組みを通して、支援が必要な方にしっかりと寄り添
うことができる市民後見人の特性や、地域における「支え合
い活動」の延長線上に市民後見人活動を位置づけることの必
要性などについて、大変わかりやすくお話しくださいました。
　当日は、約100名の方々が熱心に講演を聴かれていました。
参加された方からは、『市民後見人の必要性がよく理解できた』

『大変参考になった』などの感想が多数寄せられました。
　この講演会を基調に、11 月 5 日（土）から 2017年 2 月
11 日（土）までの 11 日間の予定で、2016年度第4期市民
後見人養成講座が始まっています。

“福山市難聴学級開設50周年”
“映画「泣きながら笑う日」制作40周年”
“福山市難聴学級開設50周年”
“映画「泣きながら笑う日」制作40周年”
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社協ホームページへの広告を募集しています。充実したホームページ運営を図りたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願いします。
詳しくは、ホームページ（トップ画面下段 “バナー広告募集”）をご覧ください。

58◆ 竹尋学区 ◆
　みなさん、こんにちは！　岡山県との境に位置する
竹尋学区は、４地区（上竹田・下竹田・八尋・誠和）
で構成され約 1500 世帯・4500 人で、♪ぎんぎんぎら
ぎら夕日がしずむ♪の童謡で知られているところです。
　高める会は、自治会連合会をはじめ６構成団体で組
織され、世代間交流での生きがいの場づくりや孤立化
予防活動などの 7 つの活動を連携して行っています。
今回は 2つの活動をご紹介します。
　1つ目は、30年間継続している友愛弁当の配食です。
素材は地元産でとても喜ばれています。ボランティア
の会「灯」（ともしび）にて献立・仕入・調理を行い、
民生児童委員が見守り・安否確認を兼ねて配達してい
ます。【対象者：約 30 人（1 人または 2 人暮らしの
70 歳以上の高齢者）。期間：毎週水曜日（6～ 9 月を
除く）】
　2つ目は、70歳以上の無配偶者を対象とした『寿会』
です。4 地区毎で、福祉会・女性会・「灯」・民生児童
委員が協力し開催しています。お菓子・お茶を飲みな
がらの孫や健康・趣味などのコミュニケーションの場
がとても良いようです。余興として、日舞・大正琴な
どの公民館活動の披露も好評です。

竹尋学区の福祉を高める会　会長　今岡輝男

12/29『おせち』デス

　こころの痛みや生きづらさを抱える若者たちのこ
ころの発達や、若者がかかりやすい精神疾患につい
て理解を深め、若者の命を守るために、親として支
援者として関わるポイントを学んでみませんか。
演　題

講　師
と　き

ところ
対　象
申込み

参加費

『若年者の自殺対策～思春期から青年期のこ
ころの発達と精神疾患、その支援について～』
精神科医　浅田　護さん（浅田病院院長）　
2017年（平成29年）2月3日（金）
13：30 ～ 15：00【開場 13:00】
福山すこやかセンター
どなたでも参加できます
12月1日（木）から1月31日（火）までに電話で
申込み（定員 150 人）
無料
　　　市健康推進課　電話（084）928-3421

演 題

講 師
と　き

ところ

「暮らしの笑顔は食卓から
～みんなが幸せ・地場産が一番～」
奥薗　壽子さん（家庭料理研究家）
2017年(平成29年)2月5日(日)
13:30 ～ 15:00【開場 13:00】　
広島県民文化センターふくやま

問い合わせ先 市健康推進課　電話（084）928-3421

※入場は無料ですが、整理券が必要です。（整理券
は 12月 1日から次の場所で配布。）
【配布場所】福山すこやかセンター（6階 /健康推進
課）、福山市役所（1階 /市民相談課、8階 /地産地
消推進課、13階 /学校保健課）、松永保健福祉課、
北部保健福祉課、東部保健福祉課、神辺保健福祉課、
沼隈支所（保健福祉担当）、新市支所（保健福祉担当）

「料理は楽しくシンプル
に」をモットーに、い
らない手間を省いた簡
単で美味しく健康にか
なった料理を提唱。日々
の家庭料理が健康を支
えることの大切さを発
信している。

問い合わせ先

自殺対策講演会のお知らせ自殺対策講演会のお知らせ
福山市食育講演会

目黒やすし


